
防災交流会

NPO法人  高知県西部NPO
　　　　  支援ネットワーク
高知県青年団協議会

Presented by 四万十の歴史から防災で地域をつなぐ
　高知県西部NPO支援ネットワークが主催する「南海地震に備える」事業の一環として、2019年12月21日に四万十市で「防災交流会」が
行われ、黒潮町の元情報防災課課長の基調講演や、県内幡多地域で取り組まれている様々な活動の様子が報告されました。
　その中で昭和南海地震が起こった日に合わせ、震災からの復興に尽力した青年たちの取り組みを題材に、高知県青年団協議会とコラ
ボしたオリジナルの寸劇を披露。「防災」「災害」という当事者意識を引き出すテーマにすることで、世代間交流が生まれ、老若男女の交
流の形が見えてきたそう。今回は、そんな防災交流会の様子をお届けします！

　県内青年団活動の礎を築いた四万十市出身の
社会運動家、兼松林檎郎を軸に、震災からの復興
に尽力した青年たちを描くオリジナルの寸劇。練習
から力が入り、メンバーの皆さんの演技にも力が入
ります。この人にこんな演技の才能があったの!?と
いう発見もあったそうです。

　今回のような寸劇を行う構想は、
７年前からあったそう。
　メンバーは、“災害をテーマに、地域・NPOがつな
がり、それぞれの得意分野や動き方を知る機会に
なれば” “昔の賑わいや高齢者の知恵を若者に知っ
てもらいたい”という思いを語ってくれました。

主役はこんな人！

兼松林檎郎
かねまつ りんごろう

戦後間もないころの青年団活動のリーダー。
昭和20年8月の敗戦の翌9月、中村町青年団を
結成し、団長に。昭和の南海大地震の際は、
幡多管内の若者を動員し、当時10年かかると
言われた復興への道筋を半年でつけ、復興の
一翼を担った。
この時の若者たちのフットワーク、ネットワー
クが基になり、幡多や高知県の青年団の誕生
につながっていった。

高知県西部NPO支援ネットワーク
　〒787ー0029
　高知県四万十市中村小姓町31
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出演者
の感想

高知で実際に起こったこと

を自分で体現できるという

ことに感動し、町・歴史・

防災をより身近に感じること

ができて楽しかったです。大きな声を出し

て演じることの気持ちよさを感じました。

参加者
の感想

生で寸劇を見る

と、当時の空気

感が伝わってき

て感動しました。

こういった場がみんなが集まる

場となったことが良かったと思

います。

緊張したけど
楽しかった!

打ち合わせにも
力が入ります 交流会後には

もちろん懇親会！
今回できたつながりは
より深く、これからも
続いていきます。
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●活動に参加したきっかけを教えてください。

永山： 姉が在校時ラポールに所属していて、
その姿にあこがれました。

 将来は西土佐に帰ってきたいと思って
いて、西土佐のことを良く知りたいと
思い参加しました。

坂本： 中学生の時にラポールの活動を見て、
いいなと思いました。

 子どもと関わることが好きなので、地
域に出て子どもたちと接する機会の多
いラポールの活動は魅力的でした。

●活動のやりがいを教えてください。

永山： 活動以外のところでも地域の人たちが
声をかけてくれるのが嬉しいです。

 イベントとかで披露するダンスをやっ
ているのですが、見た人が喜んでくれ
るのが嬉しいです。

坂本： 地域の人たちと関わって、いろんな人
たちとお話しできるのがとても楽しい
です。

●趣味や特技、好きな教科などは何ですか？

永山： 社会科、特に日本史が好きです。ジャ
ニーズが好きでライブDVDをよく見ま
す。

 47都道府県の形を見たら全部言える
のがプチ特技です（笑）。

坂本： 強いて言うなら現代文が好きです。最
近はYouTubeをよく見ています。

●最近はまっていることはありますか？

永山： 携帯のアプリでゲームをよくしていま
す。

坂本： 音楽を聴くことが好きで、いつも聴い
ています。

●最後に、将来の夢を教えてください。

永山： 西土佐で介護福祉士の仕事がしたい
です。そのためにも相手の気持ちに寄
り添えるようにしながら活動に取り組
んでいきたいです。

坂本： 保育士になりたいと考えています。ずっ
と笑顔で気持ちや活動を分かりやすく
伝えていけるように頑張っていきたい
です。

Next
generation

高知県立中村高等学校西土佐分校  地域ボランティア隊  RAPPORT

永山よしのさん（写真左）／坂本　希さん（写真右）
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四万十市といえば？ 日本最後の清流四万十川！ そしてうなぎや鮎などの美味しい食。
そんな自然の恵みだけでなく、心をひきつけ夢中にさせる“人”もたくさんいます！ 今号では、そんな魅力たっぷりな人たちの取り組みをご紹介します。

高知県立中村高等学校西土佐分校  地域ボランティア隊高知県立中村高等学校西土佐分校  地域ボランティア隊

Rapport［ラポール］Rapport［ラポール］
地域への
思い 　高知県立中村高等学校西土佐分校では、“西土佐に笑

顔の輪を広げること”をテーマに、高校生たちの発想力と
行動力を活かした様々なボランティア活動に取り組んでいます。
　2014年、当時の３年生の女の子たちの多くは卒業後の進路として保育
や介護、看護を志望していました。その生徒たちからの「西土佐地域で自
分たちができることを手伝いたい」という声をきっかけに、地域ボランティア隊Rapportが発足しました。
　保育所や福祉施設での行事のお手伝いから道の駅でのイベントのお手伝い、その他にも図書館での読み聞かせや小学校
の放課後に学習支援など、生徒たちができることを地域の方 と々“一緒に楽しむ”ボランティア活動を展開しています。

クリスマス訪問　R1.12.24 火  ＠川崎保育所 中村子どもまつり　H30.7.21土  ＠アピアさつき

昨年の保育園のク
リスマス会は生徒が
企画。園児の気持ち
を考えながらの企
画 は大 変 だったけ
ど、園児に楽しんで
もらえて自分たちも
楽しかった！

地域の様々なイベン
トに積極的に参加
し、来場者や地域の
方との交流を深めて
います！メンバーそ
れぞれができる活
動を選んで参加で
きることも、活動の
魅力です。

放課後支援　R1.10.9水  ＠西土佐小学校 敬老会　R1.11.10日  ＠旧西土佐村本村地域

学校が終わると自
転車で急いで近所
の小学校まで駆け
つけ、今日もこども
たちと校 庭で一 緒
に遊びます。遊びだ
けでなく、お兄ちゃ
ん・お姉ちゃんと勉
強もします！

Rapportで代々行わ
れている生徒オリジ
ナルのダンス！敬老
会や地域のイベント
でたびたび披露中。
西土佐のアイドルは
間違いなくRapport！

活動を通じて、様々な地域の方と
つながり、地域の方のお世話になって

いることを感じています。活動以外　　　　
のところでも地域の人が声を　　　　　
かけてくれて、いろんな人と　　　　　　
お話しできるのがとても　　　　　　

うれしいです。　　　　

活動を通じて、生徒たち自身が自分に
役割があることを感じており、活動が生徒たちの

力になっていると感じています。西土佐に戻って就職
　　　　　　　　　　　　　したいという生徒もおり、
　　　　　　　　　　　　　　将来、西土佐で活躍

　　　　　　　　　　　　してもらえたらと
　　　　　　　　　　思っています。

Rapport顧問の先生方永山よしのさん、坂本希さん

　四万十市蕨岡地区には一風変わった盆踊り
があります。その名も「BON FES」。
　平成17年に復活を遂げてから現在まで、「ナ
ナメウエ」を行くBON FES
の実態と地域の絆を
紹介します。

　四万十市蕨岡地区には一風変わった盆踊り
があります。その名も「BON FES」。
　平成17年に復活を遂げてから現在まで、「ナ
ナメウエ」を行くBON FES
の実態と地域の絆を
紹介します。

実行委員会は区長会やPTA、消防団に青年部など、地元のつながりを活かしたメンバーで構成されています。  　　　

＃祭りの存在 ＃技術とアイデアの融合
若手メンバーにとって、子どもの頃に参加した盆踊りは
すごく楽しかった思い出。その楽しさを今の子どもたち
にも感じてもらいたい！小中学校の統廃合が決まって
いる今だからこそ蕨岡に
誇らしさを持って
好 きになって
もらいたい！と
の思いが盆 踊
り開催のモチ
ベーションに
なっています。

＃わらびお家
BON FESでは、毎年オリジナルTシャツをデザ
インして販売。そのデザイン性から、普段着と
して着る人がたくさん！！「祭りは年に１回だけ
ど、日常の中で地域の人が蕨岡に愛着を持てるツール。地区
外でもTシャツを着て買い物をしたりしている人とかがいて、
やっぱり見かけると嬉しい」と語ってくれました。年に１回の
BON FES開催に向けた準備、それを楽しみにする人たち、蕨
岡をつないでいく祭りとTシャツ。そしてBON FES当日。何気

ない日常から非現
実的な祭りの開催
まで、蕨岡には地
域をひとつにする
宝がたくさんあり
ました！！

若手メンバーたちの多彩なアイデアを支える地域の技
術と盆踊り初開催のときから関わる事務局の方々。

「やってみたい！」を実現させるための“思い”と“技術”の
　　　　つながりが蕨岡にはありました。

＃シュールな楽しさ
「BON FES」はただの盆踊りに

あらず！！
盆踊りはもちろんのこと、婦人部
のみなさんと子どもたちが作った
ちらし寿司などの出店。盆踊り
では見慣れないブルーシート
ゾーン！？特大あみだくじなどの
お楽しみ会。それに何といって
もBON FES名物ハーフタイム
ショー！かき氷早食い競争や、万歩計を身につけ
てカウント数を競う「腰振りオリンピック」などな
ど。FESの最後には予算３万円分！？の家庭用花火
たちがシュールに飛び交います。

蕨岡盆踊り実行委員会
わらびおか

BON FES
から生まれる

蕨岡愛

BON FES
から生まれる

蕨岡愛

景平さん

白木さん

尾崎さん

SHIMANTO


